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【緒 言】近年,皮 膚 における熱的あるいは機械
的な侵害刺激の受容 に,TRPチャネルが重要な
役割を果たしていることが明 らかにされている。
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特 にカプサ イシ ンを特 異的 アゴニス トとす る
TRPV1が熱刺激受容体 として機能 してい ること
が明 らかに され,詳 細な研究が進んでいる。
一方で,侵害性機械刺激の受容体 としていくつ
かのTRPチ ャネルが候補 として挙げられている
ものの,未 だ決定的な証拠は得 られていない。そ
の原因として,機械刺激受容体において特異的な
アゴニス トが見いだされていない ことがある。
【目 的】本研究では侵害性機械刺激受容体解明
の第一歩として,そ の特異的アゴニス トを決定す
る。哺乳類の機械刺激受容体では特異的アゴニス
トを見いだすのは困難であるので,哺 乳類の殆 ど
のTRPチ ャネルのorthologを持つカエルを用い
ることに し,機械刺激受容体のアゴニス トとして
カプサイシンが作用するかどうかを検討 した。
【材料 と方法】 ウシガエル(Renacatesbeiana,
体重約150-300g,雌雄不 明)を 用い,熱 刺激
(thermometertest,plantartest),機械刺激
(vonFreytest)を与 え,カ プサイシン投与 が
刺激感受性に与える効果を検討 した。
【結果 と考察】
1.Thermometertest
熱刺激に対す るカエルの逃避反応閾値は43℃-
48℃であったが,こ れは哺乳類TRPV1の応答閾
値(>43℃)と 一致 していた。カエルの侵害性
熱刺激受容体は哺乳類TRPV1と類似 した熱感受
性を持つことが示 された。
2.Plantartest
カプサイシンを皮下投与 しても,熱刺激に対す
る反応潜時に変化は見 られなかった。カエルの侵
害性熱刺激受容体は哺乳類TRPV1とは異な り,
カプサイシン非感受性であることが示 された。
3.vonFreytest
カプサイシンを皮下投与すると,機械刺激に対
する閾値が有意に低下 した。カエルの侵害性機械
刺激受容体はカプサイシンを特異的アゴニス トと
する可能性が示唆 された。今後の機械刺激受容体
の解明に大 きく寄与す る知見であると考える。
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